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令和1年9月19日(木)　　　　　　　　　司会・記録：鳥谷部　久美子
	矢幅
	角濱
	小川
	菅原
	戸賀沢
	鳥谷部
	石田
	藤田
	蕨野
	馬場

	業務
	業務
	業務
	業務
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	○
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	業務
	業務

	山田
	大川
	東
	北城
	
	
	
	
	
	

	業務
	業務
	業務
	業務
	
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・2019年度医療福祉学会開催について

日程：2019年11月3日（日）

締め切り：PPT：10月18日（金）

提出場所：教育委員会→2019年度教育委員会→2019医療福祉学会

 　　　　　→PPT→各領域
・インフルエンザの予防について
　インフルエンザ流行の兆しがあるので、ミーティングで利用者様に注意喚起及び手洗いの励行、熱感等の体調不良時には早目にスタッフに申告して頂く等を伝え、インフルエンザの予防に努めていく。
・障害者合同面接会について
　10/10（木）プラザホテルアーバンホールにて実施。
　ハローワークに事前登録が必要になり、締切が9/20（金）ハローワークへ申し込みが必要。

・ジョブガイダンスについて
　10/4・11（金）14時～15時で実施予定。内容は前年度と同様である為、前年度参加していない利用者様にも参加を促していく。終了後に10分程度の個別相談は2名まで対応可能。
・看護学生実習について

　八戸学院短期大学：10/2（月）・10/9（月）、10/25（金）

　千葉学園：9/25（水）

・OT実習について

　10/11（金）2名　10/18（金）2名　蕨野・石田が対応する。

・PSW実習について

　9/23（月）～10/5（土）　月～金は青陽館、土は外来。

・医療法に基づく立ち入り検査
10/25、八戸市保健所
・実地指導

10/29、青森県
＜重要事項＞
立ち入り検査・実地指導に向けて書類等の確認を各自の担当利用者分に抜けが無いかチェックしていく。期限は9/30（月）。
【チェック項目】
⇒各担当利用者様分の疾患別診療計画書（10月分）、7月～10月の日報の誤字脱字チェック
⇒日誌の出席日と電子カルテの出席日の突合、利用日のDｒの診察の確認

デイケア　　　　　　　デイナイトケア　　　　　ショートケア

７月　鳥谷部　　　　　７月　石田　　　　　　　７月　藤田

８月　鳥谷部　　　　　８月　石田　　　　　　　８月　藤田

９月　馬場　　　　　　９月　蕨野　　　　　　　９月　藤田

１０　馬場　　　　　１０月　蕨野　　　　　　１０月　藤田

⇒日誌の誤字脱字の確認

デイケア　　　　　　デイナイトケア　　　　　ショートケア

７月　石田　　　　　７月　戸賀沢　　　　　　　７月　蕨野

８月　石田　　　　　８月　戸賀沢　　　　　　　８月　蕨野

９月　蕨野　　　　　９月　戸賀沢　　　　　　　９月　蕨野

１０　蕨野　　　　１０月　戸賀沢　　　　　　１０月　蕨野

　　
＜研修案内＞
・第4回　法人研修
　日　時：10月1日（火）17:30～18:30
　場　所：メモリアルホール
　テーマ：｢成年後見人制度と人権擁護｣
　講　師：たいよう総合法律経済事務所　小西　秀明氏
ビデオ研修：10月3日（木）17：30～
　場所：メモリアルホール
・こころすこやか財団講演会

日　時：9月28日　(土) 13：30～
場　所：こころすこやか会館　八戸市尻内島田14-1
テーマ：障害者の存在が健全で安らかな社会を作る
講　師：阿部　芳久氏
定　員：60名程度
締　切：9月16日(月)
参加費：無料

看護グループ内研修
・日　時：9月　20日（金）16：30～17：00
場　所：2階　会議室
テーマ：グループについて
対　象：全職員
講　師：松村ＳＧＭ

・日　時：9月　26日（木）16：30～17：00
場　所：2階　会議室
テーマ：処遇制限 
対　象：全職員
講　師：高橋ＳＧＭ

・日　時：9月　30日（月）16：30～17：00
場　所：2階　会議室
テーマ：セルフケア・アセスメント
対　象：全職員対象
講　師：木村 ＪＧＭ

＊参加しやすいように時間設定を変えているため、新人職員は出来る限り参加すること。

薬剤耐性対策臨床セミナー
日　時：10月　12日（土）14：00～17：00
場　所：地方職員共済組合　ラ・プラス青い森　２Fメープル
青森県青森市中央１-１１-１８ 
テーマ：AMR対策臨床セミナー
対　象：先着120名　参加費無料 
問い合わせ：個別申し込み又は佐藤AOM
＜各委員会から＞
・感染対策管理委員会より
　10月～11月初旬でスタッフのインフルエンザ予防接種実施予定。利用者様に関しても追って連絡する。
接遇向上・苦情対応委員会より

・名札の付け方について服装規定を確認し、正しく付けるようにすること。
＜提出書類について＞
・疾患別診療計画書の医師評価が必要な方はDｒ毎の封筒を用意するので9/25までに提出
の事。
＜利用者様情報＞
デイケア
・平　京子様　～本人より電話があり、眩暈と頭痛が続いており、内科受診の為デイケア
を欠席するとの事。その後本人より再度電話があり、内科受診し採血、
尿検査施行し鎮痛剤と眩暈止めの薬が処方になり、次回受診は来週の木
曜日と話している。利用日以外に受診するように促すと笑って誤魔化し
ている。本日は体調を整えてしっかり休むように伝えて、終話している。
・田向　玲美様～他利用者様（寺沢彩様）が女子ロッカー室にて声を荒げ、田向様に過去
自身の病気について他者に話したことを問いただそうとしている為、スタッフが介入。介入するも寺沢様の様子に変化がない為、田向様と共に個室に移動し、面談を実施。相手はスタッフの意見や田向様の話を聞く様子は窺えなかったが、気持ちを傾聴していくことで興奮状態が収まりスタッフや田向様の話しに耳を傾ける事が出来ている。田向様より「悪気があってやったわけじゃないけど、傷付けてしまってごめんなさい」と泣きながら謝罪することで、寺沢様も納得しており、互いの気持ちを伝えあうことで和解し面談を終了。以降、疲労の訴えあるが、プログラムに問題なく参加出来ている。
・寺沢　彩　様　～表情硬く来所し、体験利用中の田向　玲美様を「話をつけるから呼んで。」とスタッフへ話し掛けがありミーティング中である事を伝えると静かに待っている。その後、ミーティングを終えた田向様に声を掛け移動している。女子ロッカー室にて声を荒げ、田向様に過去自身の病気について他者に話したことを問いただそうとしている為、スタッフが介入。介入するも上記様子に変化がない為、田向様と共に個室に移動し、面談を実施。口調が荒くスタッフの意見や田向様の話を聞く様子は窺えなかったが、気持ちを傾聴していくことで興奮状態が収まりスタッフや田向様の話しに耳を傾ける事が出来ている。田向様とお互いの気持ちを伝えあうことで和解し面談を終了、担当スタッフとの面談を希望しており実施。泣きじゃくりながら自身の言動、行動を振り返り、相手が悪気がなかった事がわかり反省していると話している。
　最近のデイケアでの様子を評価しつつ、重要な話はむやみに話さないように伝えている。
デイナイトケア

・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供あり。昨日夕食は、主食、副食、汁を各1口ずつしか摂取しておらず「食べたくない」「モヤモヤする」と話していた様子。また、本日来所する際に、青陽館の玄関へ入ろうとせず帰宅願望が聞かれていた。一度、青風荘へ戻り、スタッフが今すぐには帰宅出来ない理由を説明している。その後、本人が家族様に電話連絡をし、「面会でも良い」と伝えるも電話を切られた様子。そわそわ感があるとのことで、頓服を服用した後、来所している。作業療法では、プリントを提示するも「書かなくていい？」と拒否している様子が見られ、「モヤモヤする」「何も考えてない」等と発言が目立っている。
ショートケア

特記なし。
カンファレンスシート（川村　享様）

　　　　　　　　　　　　　　　　実施日：2019年9月19日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：戸賀沢　眞貴子

検討内容　計画・目標の見直し

	氏名
	川村　享
	性別
	男
	年齢
	66
	生年月日
	Ｓ28年6月10日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	糖尿病

	治療方針（医師の指示）

（Ｈ29.4.1）
	基本的生活習慣の習得、身体機能維持・向上

対人関係の改善、病識を身につける

作業能力・持続性の向上

	本人希望
	現在の生活を継続していきたい。

	家族希望
	再発しないで今の生活を続けてほしい。

	入院歴
	計　4　回（詳細不明）

	通所歴
	　1回目

デイケア：H21年11月16日～現在（週4回/月・水・木・金曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：自宅

・母親は南陽館へ週3回（火・木・土）通所

・同居している弟は会社員で普段殆ど会話はない。

	家族構成：母､弟の3人暮らし

姉（所在不明）

本人

弟（同居）

妹（八戸市在住）

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害基礎年金2級
	他、自立支援医療

	高校卒業後、就労の為関東地方へ行き、印刷業、郵便局へ従事していた。元来、大人しく生真面目な性格であった。33歳頃よりまとまりの無い言動が目立つようになり、仕事を辞めて帰省。母親が八戸市保健所へ相談に行き、八戸赤十字病院精神科を受診。同院にて統合失調症と診断され治療開始したが、通院・服薬の中断により症状再燃し、同院へ4回の入退院を繰り返している。病状悪化時の様子として、飲酒する事が多くなる・引き篭もり・身の回りの事が出来なくなるという状況が見られていた。又、過去に友人に騙され金融機関から400万円の借金の肩代わりをさせられる等の金銭トラブルもあり、他者と適切に交流を図れない事も見られている。平成10年頃より、社会福祉法人“大輪”で活動開始。月・火・木・金・土の週5日（現在は月・水・木・金の4日）通所し、八戸赤十字病院への月1度の外来通院・服薬を継続中。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアに継続して通所し、現在の生活を維持する。
	①体重を60kg台に維持する。


	①体重を60kg台に減量することが出来る。


	①自分から運動療法等に参加する。職員は､運動への参加を促しつつ、食事や間食内容について確認し必要に応じ助言していく。


	
	②自分ができる手伝いは､行えるようになる。
	②自分から､洗濯や食器洗いが出来るようになる。


	②自分から食器洗いは継続し、洗濯に関われるようになる。職員は､手伝いの状況を確認し､評価･助言を行う。必要に応じて本人の役割を増やしていく。


	
	③定期的な入浴を継続できる。
	③入浴と更衣を週2回継続できる。（木：青陽館、日：銭湯）
	③入浴と更衣を、週2回行う（木：青陽館、日：銭湯）。必要に応じてデイケアでの入浴日を増やし行動できた時は評価し、継続できるように助言する。



【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①体重を60kg台に減量することが出来る。


	左下腿部痛あり、定期通院しながら運動プログラムには自主的に参加出来ている。体重は9月現在70.2kgである。70㎏前後を維持出来ている。食生活に関しては、昼は宅配の弁当を摂り、朝・夕は自ら買い物をし、朝はﾊﾟﾝ食で夕は弁当など買ったものを食べているとのこと (達成度40%)
	運動プログラムには自主的に参加出来ており、現在は主食の量を普通に戻した状態で体重70kgの前後を維持できている。糖尿病の悪化防止の為にも体重増加しないように助言していく。

	②自分から､洗濯や食器洗いが出来るようになる。
	本人より話を聞くと自宅での食器洗いに関しては出来ているとの事。洗濯に関してはほとんど母様に任せ、「弟もやってない。」と話し高齢の母様が大変だろうという思いはない様子である。最近の母様の体調が安定している事もあり、本人は「母は元気です」と話し､洗濯は母様がやるものと思っている様子である。母様は高齢であるし、また急に再入院する事も考えられるため、母様の仕事を少しでも減らす為に、デイケア利用時に洗濯をするように勧めるが、首を傾げ頷くことはない。(達成度40%)
	自宅では食器洗いは出来ているとの事。洗濯は母様に任せているとのことであるが、洗濯を行う理由を理解してもらい、一部分からでも手伝い、洗濯に関りを持つように、働きかけ、必要に応じ評価や助言を続けていく。また、なぜやらないのか、出来ないのか等について自身の振り返りをしながら必要性について助言を続け、関わりを持っていく。

	③入浴と更衣を週2回継続できる。（火：青陽館、日：銭湯）
	入浴に関しては火曜日と日曜日に入浴すること、継続することは概ね出来ている。更衣に関しては全く出来ていない。上着の汚れを職員に指摘されても「え、フフフ」とにごし、翌日以降もそのまま着用している。(達成度70%)
	入浴は継続できている為、他科受診ある際には前日に入浴を行うことが出来る様に入浴日を増やすことや着衣が汚れている際には洗濯や着替えを行えるように関わっていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアに継続して通所し、現在の生活を維持する。
	①体重を60kg台に維持する。


	①体重を60kg台に減量することが出来る。


	①自分から運動療法等に参加する。職員は､運動への参加を促しつつ、食事や間食内容について確認し必要に応じ助言していく。


	
	②自分ができる手伝いは､行えるようになる。
	②自分から､洗濯や食器洗いが出来るようになる。
	②自分から食器洗いは継続し、洗濯に関われるようになる。職員は､手伝いの状況を確認し､評価･助言を行う。必要に応じて本人の役割を増やしていく。


	
	③定期的な入浴を継続できる。
	③入浴と更衣を週2回継続できる。（木：青陽館、日：銭湯）
	③入浴と更衣を、週2回行う（木：青陽館、日：銭湯）。必要に応じてデイケアでの入浴日を増やし行動できた時は評価し、継続できるように助言する。



· 目標、計画の変更はないが、なぜやらないのか、出来ないのか等についての振り返りを
しながら関わりを持っていく。

